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非表示スライド
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IoT におけるチャレンジ

?Devices Insight
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Challenge
住宅や工場に設置したセンサーからのエネルギー効率を測定し
評価する

Solution
Cadmus社はThingSpeakを使用して、最新の温度、湿度、
電力使用量データを収集し、MATLABを使用してデータを分
析し可視化することを実現しました

Results
▪ 市場の機会を早く捉えることができた

▪ 開発工数を2/3 削減することができた

▪ センサーネットワークを素早く配置することができた

Cadmus社の商用利用の事例
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IoT におけるアナリティクス

Devices InsightAnalytics

データの前処理

データの次元削減

特徴量抽出

予測モデルの構築

モデル作成
機械学習

モデル検証

データへのアクセス

ビジネスデータ

センサーデータ



6

IoT におけるアナリティクス

▪ データクレンジングする必要性

– 実際のビックデータは乱雑

– 欠損データの扱い

▪ 予測モデルの構築

– 特徴量抽出

– 機械学習の適用
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IoTにおけるアナリティクスのフレームワーク

エッジデバイス
アルゴリズム開発者
データサイエンティスト

データアグリゲーター・
オンライン解析

ビジネスシステム
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IoT アナリティクスにおけるチャレンジ

エッジデバイス
アルゴリズム開発者
データサイエンティスト

データアグリゲーター・
オンライン解析

ビジネスシステム
IT スペシャリストで
無くても、いかに早く

プロトタイプが作れるか？

アルゴリズムを
どのように開発
するのか
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ThingSpeak™ のインターフェイス
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ThingSpeak とは

▪ AWS のクラウド上で、MathWorks社が
提供するサービス

▪ モノのデータを、集めて(Collect)、解析
(Analyze)、実行(Act)することができる

▪ 世界で、 130,000 以上のユーザ数

▪ IoT 解析/分析を行う MATLAB 環境

▪ Free で、始めることができる

https://thingspeak.com

https://thingspeak.com/
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例: ThingSpeak上でのカスタマイズした可視化(天気のモニタリング)

CH ID:12397
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例: ThingSpeak上での高度なデータ解析 (潮位の予測)

CH ID:137305
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IoT アナリティクスにおけるチャレンジ

エッジデバイス

データアグリゲーター・
オンライン解析

ビジネス
システム

統合

IT スペシャリストで
無くても、いかに早く

プロトタイプが作れるか？

アルゴリズムを
どのように開発
するのか

アルゴリズムを
どのように、

エッジに実装するのか？

アルゴリズム開発者
データサイエンティスト
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例: クラウドとエッジデバイス間でのアルゴリズムの分離

▪ 目的
– トラフィックの測定、オンライン解析、モニタリング

– データ転送量の低減

▪ ソリューション
– RaspberryPi で、データの低次元化

– RaspberryPi での、アルゴリズム実装

– サンプルは以下のリンクにあります

makerzone.mathworks.com

データ転送
低減

http://makerzone.mathworks.com/
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データからインサイト

データからインサイト
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エッジデバイスのアルゴリズム設計・実装

▪ I2C/SPI ・他のインターフェースを使って、センサーデータの取得

▪ 信号処理、ビジョン、機械学習のライブラリの使用

▪ C / C++ HDL PLC の自動コード生成機能

▪ 様々なハードウェアに対しての、組み込み向けサポートパッケージの提供

エッジデバイス アルゴリズム開発者
データサイエンティスト

エッジデバイスでの
処理アルゴリズムの実装

センサーからのデータの取得

C, 
C++

HDL PLC
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IoT アナリティクスにおけるチャレンジ

エッジデバイス

データアグリゲーター・
オンライン解析

Business 

Systems

統合

IT スペシャリストで
無くても、いかに早く

プロトタイプが作れるか？

アルゴリズムを
どのように開発
するのか

アルゴリズムを
どのように、

エッジに実装するのか？

クラウドにどのように、
解析プログラムを
実装するのか？

アルゴリズム開発者
データサイエンティスト
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スモールスケールでの展開

外部のデータベース
システム

Store

クラウドシステムに
解析プログラムの配布AnalyzeCollect

アルゴリズム開発者
データサイエンティスト

エッジデバイス
スマートシステム
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ラージスケールでの展開
他社の IoT Cloud との接続

外部のデータベース
システム

Store

Algorithm Development

クラウドシステムに
解析プログラムの配布AnalyzeCollect

IoT
Platform

MATLAB
Production
Server™

アルゴリズム開発者
データサイエンティスト

他社IoT Cloud

エッジデバイス
スマートシステム
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MATLAB コードは
殆どそのまま使える！

ラージスケールでの展開
他社の IoT Cloud との接続
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データベース

クラウド
ストレージ

IoT

ビジュアライ
ゼーション

Web

カスタム
アプリ

パブリッククラウド プライベートクラウド

大規模システムでのMATLABのインテグレーション

プラットフォーム

データ ビジネスシステム

MATLAB 
Production 

Server

アナリティクス

Request
Broker
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弊社は、IoT アナリティクスにおけるチャレンジを支援できます

▪ ThingSpeakを使うとクイックにデータをCollect,Analyze,Act ができる

▪ MATLABを使って、高度なアナリティクスができる

▪ エッジデバイスに、信号処理などのアルゴリズムを簡単に実装できる

▪ MATLAB Production Serverを使って、クラウド上にアナリティクスプログラムを配布できる
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ThingSpeak Paid Option
商用利用などで使っていただける、Standard版も提供しています


